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Solaris™ 9
オペレーティングシステム 

新世代のネットワーク・コンピューティングを実現する 
サービス・デリバリ・プラットフォーム 

進化を続けるネットワーク・コンピューティングが、さらに新たな時代を迎えようとしています。それぞれの企業組

織に合わせて最適化され開発されてきた情報システムが、ネットワークの進化にともない、よりグローバルなサー

ビスを提供することが可能となってきています。このため、オペレーティングシステムにも高品質なサービスを迅

速かつ安全に展開する能力が求められています。 

 

最新のオペレーティングシステムSolaris 9 OSは、ネットワーク・サービスの展開に最適な環境を提供するととも

に、分散化が進むシステム・トポロジーに対応するため、データ管理、システム展開、サーバの抽象化、セキュリティ、

可用性、構成管理、互換性の点で大幅な機能強化が施されています。 

 

インターネットを基盤とする高度なサービスを実現するために、標準技術のサポートによる相互運用性

（Interoperability）、単一のアーキテクチャによる卓越したスケーラビリティ、可用性およびセキュリティを実現

する統合（Integration）ソリューション、最新のビジネス・ニーズを満たすサービス・プラットフォームを実現する

技術革新（Innovation）こそが、Solaris 9 OSの目指すものです。 

 

ネットワーク・コンピューティングを実現する標準オペレーティングシステム――――――― それがSolaris OSです。 

Key feature highlights

Sun Java™ System Directory ServerとJ2EE™

ベースのSun Java System Application Server

をSolaris 9 OSに統合したことにより、サービス展

開のための最適な基盤を構築することができます。 

データベース処理およびファイルシステム・アク

セスの高性能化と安定性を、追加コストを要する

ことなく実現できます。 

プロビジョニングとチェンジ・マネージメントにより、

ソフトウェア製品スタックのインストールと展開を

安全に行うことができます。 

ダイナミック・システム・ドメインとSolarisコンテナ

の組み合わせが、システム・リソースの有効利用

を可能にします。 

Services on Demandに必要な一貫したセキュ

リティ・サービス水準を、標準のセキュリティ機能

として実現します。 

Sun™ ClusterによるSunPlex™システムに加えて

構成サービスとPatch Managerにより、高いサー

ビスレベルの実現を可能にしています。 

オペレーティングシステムの性能向上により、再

コンパイルや再コーディングすることなくアプリケー

ション性能が向上します。 

既存のSolaris OSとの互換性に加えて、Linuxと

の互換性を実現しています。 
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ビジネス・ニーズの解決 
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Solaris 9 OS
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詳細 

Solaris 9 OSの詳細については、 

jp.sun.com/solaris/9/をご覧ください。 

Sun Java Systemの基盤機能 

Sun Java System Directory ServerとSun Java 

System Application Server, Platform Editionを

Solaris 9 OSに統合しました。これにより、Java Web

サービス対応のスケーラブルで信頼性の高いサービ

スを展開することが可能になります。 

 

データ管理 

ミッションクリティカルなシステムに必須とされる優れ

たデータ管理機能を標準機能として提供します。

UFSの直接入出力機能を使うことにより、TPC-Cベン

チマーク・テストの結果が72%向上したことが報告さ

れています。また、パワーアップしたボリューム管理ソ

フトウエアであるSolaris Volume Managerも標準

機能として統合されており、一貫したデータ管理ソリュー

ションを実現することができます。 

 

プロビジョニングとチェンジ・マネージメント 

新規のインストールとプロビジョニングを実行する

Solaris Flashにより、ソフトウェア製品スタックの大

量のインストールと展開を、迅速かつ安全に行うこと

が可能になりました。従来に比較して15倍もの高速

化を実現した例が報告されています。また、Sun 

ClusterのSolaris JumpStart™によるインストールで

は70%の性能向上がみられました。 

 

サーバの抽象化 

ダイナミック・システム・ドメインとSolarisコンテナの

機能を組み合わせることで、システムのパーティショ

ニングやリソースの有効活用を実現することが容易

になります。従来オプション製品であったリソース管

理機能を標準装備したことにより、大幅なコスト削減

を実現できます。 

 

セキュリティ 

基本機能として一貫したセキュリティ・ソリューション

を実現しています。また、商用レベルのファイアウォー

ル製品であるSunScreen™ 3.2をバンドルしています。

これにより、セキュリティ・レベルの異なるシステム間

におけるファイアウォールの設定を低コストで行うこ

とができます。 

SunPlexシステムによる可用性 

Solaris 9 OSはミッションクリティカルなサービスを管

理するための業界最高水準のオペレーティングシス

テムです。Solaris 9 OSとSun ClusterによるSunPlex

環境では、ビジネスに求められる24時間×365日の連

続運用による可用性を実現することができます。 

 

構成管理 

ユーザ要件に最適な構成を可能にすることで、高可

用性を実現し管理コストを低減します。Sunのワール

ドワイドで蓄積された豊富な経験をもとにした情報を

提供します。エンタープライズ・サービスが提供する

Sun™ RAS Profileにより、システム構成の最適化を

強力に支援します。 

 

性能 

業界で最高水準のスケーラビリティをもつオペレーティ

ングシステムとして、その性能をさらに強化しています。

Solaris 9 OSでは、再コンパイル、再コーディング、設

計の見直しを行うことなく、アプリケーションを高速に

実行させることが可能です。Solaris 9 OSに組み込ま

れたJava仮想マシン（JVM™）によるJ2SE性能が、ベン

チマーク上3倍向上したほか、HPCやディレクトリ操作

などの処理に関して数倍もの向上を実現しています。 

 

互換性 

公表されているSolarisアプリケーション・プログラミ

ング・インタフェース（API）に従って開発された

Solaris ABIに準拠した既存のSolarisアプリケーショ

ンは、Solaris 9 OSで、修正の必要なくそのまま実行

することができます。また、Linuxとの互換性を実現す

る機能を追加しています。 

 

標準規格 

・ インタフェース規格：Open Group UNIX® 98

・ グラフィックス規格： 
   X11, PostScript™, Display Post Script™, OpenGL® 

・ デスクトップ規格： 
   CDE（共通デスクトップ環境）, GNOME, Motif　 

・ オブジェクト規格：Java IDL　 

・ 接続規格： 
   ONC™, ONC™+, NFS, WebNFS™, SMB technologies 

・ インターネット規格： 
   HTTP, FTP, Telnet, DNS, NTP, IMAP4, DHCP, 

SNMP, IPv6, IPSec, Kerberos, SASL, OCF, LDAP

・ 主なプロトコル： 
   RFCs 1323, 1510, 1652, 1869, 1870, 1891-1894, 

1985, 1996, 2018, 2136, 2045, 2078

・ Webサービス規格：XML Registries　 

・ XMLメッセージング： 
   Java API for XML Messaging（JAXM） 

・ XMLプロセッシング： 
   Java API for XML Processing（JAXP）：XSLT, SAX2, 

DOM2, Schema, XSLTc

システム要件（必要なハードウェア） 

■Solaris 9 OS on SPARC® 

・ 動作環境：SPARCアーキテクチャ（32bit／64bit） 

・ 最小メモリ容量：128MB　 

・ 最小ディスク容量：1GB（2GB以上を推奨） 

■Solaris 9 OS on x86*1 

・ 動作環境：IA32アーキテクチャ 

  （AMD Opteronプラットフォームを含む） 

・ 最小メモリ容量：128MB　 

・ 最小ディスク容量：1GB（2GB以上を推奨） 

*1：対応プラットフォームに関しては、 
    ハードウェア互換リスト（HCL） 
    http://sun.com/bigadmin/hcl/をご参照ください。 


